
永代供養納骨壇 使用規約 

宗教法人 幸教寺 

第一条（規約の目的） 

1 本規約は、宗教法人幸教寺（以下「当寺」という。）が設置し運営する永代供養納骨壇

「アミターユス」及び本堂納骨壇（以下、総称して「納骨壇」という。）の使用、納骨、供養

及び管理運営に関する必要な事項を定め、その適切な管理運営を行うことを目的とする。 

第二条（用語の定義） 

1 本規約において「使用者」とは、当寺と納骨壇の使用契約を締結した者をいう。 

2 本規約において「承継者」とは、使用者に代わり納骨壇使用権並びに連絡及び管理に関す

る地位を承継する者をいう。 

3 本規約において「承継予定者」とは、生前契約その他の際に、将来承継者となる予定の者

として使用者が当寺に届け出た者をいう。 

4 本規約において「緊急連絡先」とは、使用者、承継予定者又は承継者と連絡が取れない場

合等に、当寺から連絡を行うため使用者が届け出た者をいう。 

5 本規約において「使用冥加金」とは、仏恩への感謝・報恩の意をもって当寺に納める金銭

のうち、納骨壇の使用許可、納骨の受入れ、永代供養及び当寺所定の初期管理について、当寺

が契約上その額を定めるものをいう。使用冥加金は、法要儀式に係るお布施とは区別し、年間

管理費、生前契約に係る通信費、銘板刻字料、本堂での年忌法要に係る費用、追加納骨料、各

種証明書発行手数料、解約事務手数料その他本規約又は別紙料金表に別途定める費用を含まな

い。 

6 本規約において「お布施」とは、読経、年回忌法要その他の法要儀式に際し、その宗教行

為の料金又は対価としてではなく、仏恩報謝のこころにより当寺に納める喜捨金をいう。 

7 本規約において「合祀」とは、ご遺骨を骨壺その他の容器から取り出し、必ず粉骨したう

えで、当寺所定の合祀区画へ他のご遺骨と合同で納骨する形式をいう。合祀後のご遺骨は、個

別に区分し、取り出し又は返還することができない。 

8 本規約において「保管形式」とは、本堂納骨壇又は屋外永代供養納骨壇の個別区画におい

て、各納骨壇へ最後に納骨された方の納骨日から一定期間、個別に安置供養する形式をいう。 

9 本規約において「年度」とは、毎年 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までをいう。 

第三条（適用） 

1 本規約は、当寺と使用者との間における納骨壇の使用、納骨、供養、管理及びこれに付随

する一切の関係に適用する。 



2 使用契約には、本規約のほか、当寺が契約時に交付する重要事項説明書、別紙料金表、申

込書、各種届出書、同意書その他当寺所定の書面を一体として適用する。 

3 本規約と個別の契約書又は当事者間で別途書面により合意した事項との間に相違がある場

合は、個別の契約書又は書面による合意を優先する。料金の額については、当該契約時に適用

される別紙料金表又は個別契約書に記載された額による。 

第四条（名称及び管理運営） 

1 施設名称は「幸教寺永代供養納骨壇」とする。 

2 管理運営主体は当寺とし、管理責任者（以下「管理者」という。）は当寺代表役員（住職）

とする。 

第五条（使用の資格） 

1 当寺の供養方針及び管理方針並びに本規約を理解し、これを尊重する者は、過去の宗派の

如何を問わず、納骨壇の使用を申し込むことができる。 

2 法人格を有する法人は、当寺所定の書類を提出し、管理者が適正な申込みであると認めた

場合に限り、納骨壇の使用を申し込むことができる。法人格を有しない任意団体は、法人名義

で契約することができない。 

3 暴力団その他の反社会的勢力又はこれに準ずる者は、個人又は法人を問わず、いかなる場

合も納骨壇を使用することができない。 

第六条（使用手続き及び契約成立） 

1 申込みは、生前契約及びご遺骨受入れ時のいずれも可能とする。 

2 使用希望者は、当寺所定の申込書に必要事項を記載し、必要書類を提出するものとし、当

寺は提出内容を審査したうえで、承諾の可否を使用希望者に書面その他記録に残る方法で通知

する。 

3 当寺が申込みを承諾した場合、使用希望者は、承諾通知日から原則として二週間以内に、

別紙料金表又は契約書に定める使用冥加金の全額を納入するものとする。 

4 使用契約は、当寺が申込みを承諾し、かつ使用冥加金の全額の入金を確認した時点で成立

する。申込書の提出のみ、又は当寺の承諾前の金銭の納入のみをもって契約が成立するもので

はない。 

5 当寺が分納を認めた場合は、前項にかかわらず、当寺が分納を承諾し、所定の初回金の入

金を確認した時点で使用契約が成立する。 

6 当寺が申込みを承諾しなかった場合に、例外的に既に金銭を受領しているときは、当寺は、

事務手数料を控除することなく、受領額の全額を不承諾通知の日から十四日以内に返還する。

この場合の振込手数料は当寺が負担する。 



7 契約成立前は、使用希望者は当寺への通知により申込みを撤回することができる。契約成

立前は原則として使用冥加金等の支払いを求めず、資料作成費その他の事務手数料も請求しな

い。 

8 生前契約の場合、使用希望者は、本人確認書類、承継予定者届及び緊急連絡先届を原則と

して提出する。承継予定者又は緊急連絡先を指定することが困難な合理的理由がある場合は、

当寺と別途協議する。本人関係又は親族関係の確認が必要な場合は、当寺は、住民票、戸籍謄

本その他相当な書類の提出を求めることができる。 

9 ご納骨時には、火葬許可証、改葬許可証、分骨に必要な証明書その他法令上必要な書類を、

法令上必要とされる方法により提出するものとする。原則として原本その他適法な証明書を提

出し、紛失その他やむを得ない事情がある場合は、再交付その他の適法な方法により対応する。

写しは、当寺が内容確認のために求める場合を除き、法令上必要な書類の提出に代わるもので

はない。 

10 法人の場合は、登記事項証明書その他法人格を確認できる書類、代表者又は担当責任者を

確認できる書類及び当寺が必要と認める納骨対象者に関する資料を提出するものとする。 

11 使用希望者及び使用者は、申込みにあたり真実、正確かつ最新の情報を提供し、申込内容

又は連絡先等に変更があった場合は、遅滞なく当寺に届け出るものとする。 

12 当寺は、契約成立後、受領書及び使用契約書兼使用承諾書を交付し、永代供養過去帳その

他当寺所定の記録に必要事項を記載する。 

13 納骨壇に収蔵されているご遺骨の分骨を希望する場合、使用者又は承継者は、必ず当寺か

ら分骨証明書の交付を受けるものとする。 

第七条（納骨管理方法、期間及び供養等） 

1 納骨には、合祀形式と保管形式がある。 

2 合祀形式は、第二条第七項に定める方法により、ご遺骨を必ず粉骨したうえで当寺所定の

合祀区画へ納骨する。合祀後のご遺骨については、個別に区分し、取り出し又は返還すること

はできない。 

3 保管形式における個別安置期間は、最後に納骨された方の納骨日から十三年間とする。 

4 当寺は、個別安置期間の満了日の六か月前を目安として、使用者に対し、期間満了、個別

保管の延長及び合祀への移行予定について第一回通知を行う。 

5 当寺は、個別安置期間の満了日に、使用者に対し最終通知を行う。使用者と連絡が取れな

い場合の通知については、第十四条の定めによる。 

6 個別安置期間満了後は三か月の猶予期間を設ける。猶予期間中は個別保管の延長申込み及

び第七条の二に定める追加納骨の申込みを受け付ける。猶予期間を経過しても個別保管の延長

申出、追加納骨の申込みその他当寺との協議がなく、又は所定の延長料等の納入が確認できな



い場合、当寺は、当該ご遺骨を合祀へ移行することができる。合祀後のご遺骨は個別に区分し、

取り出し又は返還することができない。 

7 使用者又は承継者が個別保管の延長を希望し、当寺がこれを認めた場合は、ご遺骨一体に

つき年額五万円を納入することにより、一年単位で保管期間を延長することができる。複数体

のうち一部のご遺骨のみを延長することもでき、その場合、延長しないご遺骨は所定の手続を

経て合祀へ移行する。 

8 初回納骨時には納骨式を行う。その後の納骨についても、必要に応じて個別に納骨式を行

う。 

9 当寺のお盆及び春秋彼岸会の際には、合同供養法要を行う。 

10 屋外永代供養納骨壇「アミターユス」の個別区画は、五寸壺一名又は二名を基本とし、追

加納骨を含め原則として最大五体までとする。 

11 本堂納骨壇の収蔵可能数は、各区画の形状、骨壺又は骨袋の大きさ、安全な管理に必要な

空間その他の事情を考慮し、管理者が区画ごとに定め、契約時又は追加納骨時に使用者へ示す。 

12 骨壺の大きさ等により通常の方法で収蔵できない場合は、原則としてご遺骨の全量を骨袋

又は当寺が認める小型容器へ移し替えて収蔵する。 

13 前項の方法によっても収蔵が困難で、やむを得ずご遺骨の一部を合祀する必要がある場合

は、当寺は、使用者又は承継者に内容を説明し、別途「一部合祀・粉骨同意書」による書面同

意を得たうえで、合祀する部分を粉骨して合祀する。 

14 保管形式において使用冥加金の分納を希望する場合、分割可能期間は一年以内とし、全費

用の二分の一を初回金として納入した後、残額を月割りにより納入する。原則として、ご納骨

は全額納入後に行う。 

15 分納金の支払いが遅滞した場合、当寺は通常の督促を一回行い、その後、書面による最終

催告を行う。最終催告に定める支払期限は、原則として催告日から六十日後とし、その期限ま

でに支払いがない場合、当寺は、納骨時期の延期、契約内容の変更又は契約解除を行うことが

できる。 

16 複数名の納骨契約又は追加納骨がある場合は、最後に納骨された方の納骨日から十三年間

を新たに起算し、当該納骨壇に収蔵されているすべてのご遺骨を同一期間、個別に安置供養す

る。 

第七条の二（追加納骨） 

1 使用者は、管理者の事前の書面による承認を得て、契約した納骨壇に追加納骨をすること

ができる。 

2 追加納骨できる者は、契約者若しくは既に当該納骨壇に収蔵されている者の配偶者、親族

その他これらに準ずる縁故者であって、管理者が適当と認めた者とする。 



3 屋外永代供養納骨壇「アミターユス」の一つの個別区画に収蔵できるご遺骨は、原則とし

て五体までとする。本堂納骨壇の収蔵可能数は、第七条第十一項に基づき、管理者が区画ごと

に定める。 

4 追加納骨の申込みは、個別安置期間中及び個別安置期間満了後三か月の猶予期間中に行う

ことができる。猶予期間を経過し、当該区画のご遺骨が合祀へ移行した後は、追加納骨をする

ことができない。 

5 追加納骨が行われた場合、当該納骨壇に収蔵されているすべてのご遺骨の個別安置期間は、

従前の経過期間にかかわらず、最後に追加納骨された日から改めて十三年間とする。 

6 年間管理費は区画単位とし、最後に納骨された方の個別安置期間が満了する年度まで納付

するものとする。個別保管を延長する場合は、延長期間中も年間管理費を納付するものとする。 

7 屋外永代供養納骨壇「アミターユス」及び本堂納骨壇について、三名目以降の追加納骨が

構造上可能であり、かつ管理者が承認した場合は、一名追加ごとに追加納骨料十五万円を納入

するものとする。納骨式その他の法要儀式に係るお布施及び本堂での法要に係る費用について

は、第八条の定めによる。 

8 収蔵数が各区画の上限を超える場合、又は納骨壇の構造上収蔵できない場合、当寺は、別

区画の契約又は合祀形式を案内するものとする。 

9 合祀後は、ご遺骨を個別に区分し、取り出し若しくは返還し、又は当該区画に戻すことは

できず、当該契約に基づく追加納骨もできない。 

第八条（費用及び管理費等） 

1 使用冥加金、年間管理費、通信費、銘板刻字料、追加納骨料、延長料、一時預かり料、各

種証明書発行手数料、解約事務手数料その他本規約に基づき使用者が負担する費用の額は、本

規約に定めるもののほか、別紙料金表による。 

2 年回忌法要、納骨式その他の法要儀式に係るお布施は、宗教的な喜捨として原則お志とす

る。 

3 本堂を使用して年忌法要を行う場合は、法要に際して納めるお布施、花代その他法要の準

備及び本堂使用に伴う実費等を含め、合計六万円を納入するものとする。なお、この金額は宗

教行為そのものの料金又は対価として定めるものではない。 

4 ご遺骨の一時的なお預かりについては、当寺門信徒の場合は最大一年間無料とし、それ以

外の場合は一体につき一年以内六万円とする。一年を超えて一時預かりを希望する場合は、門

信徒を含め一体につき月額五千円を納入するものとする。 

5 合祀形式の場合、年間管理費は不要とする。 

6 保管形式の場合、年間管理費は、一区画につき年額六千円とする。年間管理費は、納骨壇

の維持管理、清掃、点検、案内送付、合同供養法要の運営その他年間を通じた管理運営に充て



るものとする。初回納骨日の属する年度の年間管理費は無料とし、翌年度以降の年間管理費は、

原則として毎年三月三十一日までに納付するものとする。数年度分を上限なく前納することが

できる。個別保管の延長期間中も、延長料とは別に年間管理費を納付するものとする。 

7 使用者の都合による解約、返骨その他の理由により納骨壇の使用を終了した場合であって

も、既に納付された年間管理費は返還しない。数年度分を前納している場合についても同様と

する。 

8 生前契約の場合は、ご納骨までの間、通信費として一区画につき年額三千六百円を納入す

るものとする。契約者本人の納骨後は、年間管理費のみとする。 

9 解約事務手数料は二万円とする。返骨を伴う解約の場合の返骨事務手数料及び収蔵証明書

発行手数料は、合わせて五万円とする。分骨証明書その他の証明書発行手数料は、別段の定め

がある場合を除き無料とする。 

第九条（銘板） 

1 銘板への刻字は任意とし、刻字料は一枚につき六万円とする。 

2 銘板の設置場所は、アミターユス個別区画入口その他当寺が定める場所とする。 

3 銘板は一契約につき一枚とし、記名は法名、家名、夫婦連記、個人名、団体名、先祖代々

等、希望に応じるものとする。ただし、家紋、図柄その他の表示については、形状その他の事

情により対応できない場合がある。 

4 刻字には、依頼日から最長六か月を要する場合がある。 

第十条（収蔵の条件と法要） 

1 本堂納骨壇には、人骨（焼骨）以外を納骨することはできない。 

2 副葬品は、原則として骨壺又は収蔵容器内に収まる範囲のものに限る。 

3 当寺境内における法要儀式は、原則として当寺の宗旨及び管理方針に基づき当寺が執り行

うものとする。 

4 他寺院その他第三者による法要を希望する場合は、事前に当寺へ申し出るものとし、当寺

が施設管理上支障がなく、かつ宗教的尊厳を害しないと認めた場合に限り、これを行うことが

できる。 

第十一条（契約の変更、解除及び使用拒否） 

1 当寺は、使用者が次の各号のいずれかに該当する場合、相当の期間を定めて是正を求め、

又は事情を確認したうえで、契約の変更、解除又は使用の拒否を行うことができる。ただし、

緊急性が高く、施設の安全管理又は宗教的尊厳の保持のためやむを得ない場合は、この限りで

ない。 

 一 当寺の書面による承認を受けずに使用権を他人に譲渡又は移転したとき。 



 二 契約者又は管理者が承認した関係者以外の者のご遺骨を収蔵し、又は収蔵しようとした

とき。 

 三 提供された情報の全部又は一部につき虚偽、誤記又は重要な記入漏れがあったとき。 

 四 過去に重大な規約違反その他契約関係を継続することが困難な事由により当寺から使用

契約を解除された者であり、その原因が解消していないとき。 

 五 使用冥加金、年間管理費、通信費その他当寺が定める費用が、支払期日を過ぎ、かつ相

当の期間を定めた催告後も納入されないとき。 

 六 契約締結に際し、法定代理人その他の者の同意、代理その他法令上必要な手続を欠いて

いたとき。 

 七 管理者、当寺関係者又は他の使用者に対する暴行、脅迫、威力業務妨害その他の迷惑行

為を行ったとき。 

 八 契約した法人が解散し、清算人その他の適法な承継主体又は管理主体が定まらないとき。 

 九 前各号に準ずる重大な規約違反、他の使用者への著しい迷惑行為、当寺の宗教活動又は

納骨壇の安全な管理運営に重大な支障を生じさせる行為があり、客観的にみて契約関係を継続

することが困難な正当な理由があるとき。 

2 反社会的勢力への該当、暴力・威迫、故意による施設損壊又は重大な虚偽申告その他契約

関係の継続が著しく困難となる重大事由がある場合、当寺は、催告を要せず契約を解除又は使

用を拒否することができる。 

3 前項その他の事由により、既にご遺骨を収蔵している契約を解除した場合、当寺は、使用

者又は承継者に対し、解除通知の日から九十日以内にご遺骨の引取り又は改葬に必要な手続を

行うよう求めることができる。期限を経過しても応答がなく、相当な方法による最終通知を行

ってもなお必要な手続が行われない場合、当寺は、宗教的尊厳を損なわない方法により合祀す

ることができる。 

4 前各項により契約が解除された場合であっても、既納の使用冥加金は返還しない。ただし、

法令上返還が必要となる場合はこの限りでない。 

5 ご遺骨を一時預かりしている場合において、契約保管期間を過ぎ、一年間費用が滞納され、

かつ使用者、承継予定者、承継者及び緊急連絡先に対し相当な方法により少なくとも二回通知

したにもかかわらず連絡が取れないときは、当寺は、宗教的尊厳を損なわない方法により合祀

その他必要な措置を講ずることができる。合祀後のご遺骨は返還しない。 

6 当寺は、当寺の故意又は重大な過失による場合を除き、使用者が本規約に違反したことに

より生じた損害について責任を負わない。 

 



第十二条（使用権の承継） 

1 使用者が死亡した場合、又は使用者において納骨壇使用権を使用者以外の者に承継すべき

合理的な理由が生じた場合、使用権は、本条の定めに従い承継者に承継される。 

2 承継者は、遺言又は当寺所定の届出その他当寺が相当と認める方法により使用者があらか

じめ指定した者とすることができる。 

3 前項の規定に基づいて承継者が決定されない場合は、民法第八百九十七条の規定に基づき

祭祀承継者となる者を承継者とする。それでも定まらない場合は、関係者の協議により選定さ

れた者であって、管理者が相当と認めた者を承継者とする。 

4 使用者が成年被後見人、被保佐人又は被補助人となった場合で、契約管理上必要があると

当寺が認めるときは、使用者又はその法定代理人等は、承継又は管理担当者の指定について当

寺と協議するものとする。 

5 承継を希望する者は、承継事由が生じた後、遅滞なく、承継届、本人確認書類、戸籍謄本、

遺言書、住民票その他当寺が必要と認める資料を提出するものとする。 

6 承継手続が完了するまでの間、当寺は、届出のある承継予定者又は緊急連絡先に対し、必

要な連絡を行うことができる。 

第十三条（使用者による解約） 

1 使用者は、自らの意思により納骨壇の使用を解約する場合、三十日前までに当寺へ書面又

は当寺が認める方法により通知し、当寺所定の手続を経なければならない。 

2 納骨後に使用者の都合により解約する場合、既納の使用冥加金は返還しない。ただし、保

管形式においてご遺骨の返還が可能な場合の返骨手続については、次項及び第四項による。 

3 生前契約であり、かつ納骨前に使用者の都合により契約を解約する場合、当寺は、納付済

みの使用冥加金から、当寺に生じる事務処理費用及び実費として別紙料金表に定める解約事務

手数料二万円を控除した残額を、解約手続完了後三十日以内に返還する。 

4 保管形式において、ご遺骨の返還を伴う解約を行うときは、使用者又は承継者は、当寺所

定の手続に従い、収蔵証明書その他必要書類の交付を受けるものとし、別紙料金表に定める返

骨事務手数料及び収蔵証明書発行手数料として合計五万円を納入するものとする。 

5 合祀後のご遺骨については、いかなる場合も個別に取り出し又は返還することができない。 

6 当寺は、返還金がある場合、使用者又は適法に権限を有する者が指定する金融機関口座へ

振込みにより返還する。使用者の都合による解約その他使用者側の事情による返還の場合、振

込手数料は使用者の負担とし、当寺は返還額から実際に要した振込手数料を控除することがで

きる。当寺が申込みを承諾しなかった場合その他当寺側の事情により返還する場合の振込手数

料は、当寺が負担する。 



第十四条（通知） 

1 当寺から使用者、承継予定者、承継者又は緊急連絡先への通知は、届出のあった住所、電

子メールアドレスその他の連絡先に宛てて行う。 

2 使用者は、住所、氏名、電話番号、電子メールアドレスその他連絡先に変更があった場合

は、遅滞なく当寺に届け出るものとする。 

3 使用者が前項の届出を怠ったことにより通知が延着し、又は不到達となった場合、通常の

案内等については、通常到達すべき時に到達したものとみなす。ただし、合祀への移行、契約

解除その他使用者の権利に重大な影響を及ぼす通知については、この限りでない。 

4 使用者宛ての郵便物が返送された場合、又は当寺が通知を行った日から三十日以内に使用

者から応答がない場合、当寺は、使用者と連絡が取れないものとして、承継予定者、承継者、

次いで緊急連絡先の順に連絡を行う。 

5 合祀への移行、契約解除、返骨その他使用者に重大な影響を及ぼす通知については、当寺

は、可能な限り郵送、電話、電子メールその他複数の方法により通知を行うよう努める。 

第十五条（納骨壇設置場所の移転・変更等） 

1 管理者は、納骨壇の修繕、安全管理、境内整備その他管理上必要がある場合には、使用者

の便宜を考慮し、かつ宗教的尊厳を損なわない範囲において、納骨壇の設置場所、安置場所又

は配置を変更することができる。 

2 前項の変更を行う場合、当寺は、緊急又はやむを得ない場合を除き、あらかじめ使用者へ

通知するよう努める。 

第十六条（不可抗力及び免責） 

1 当寺及び管理者は、自らの合理的な支配の及ばない不可抗力（自然災害、天変地異、火災、

停電、戦争、武力攻撃、内乱、感染症のまん延、通商停止、ストライキ、暴動、テロ、物資及

び輸送施設の確保不能、政府当局による介入、法令の制定又は改廃その他これらに準ずる事由

を含む。）により、本規約の全部又は一部を履行できない場合、その責任を負わない。 

2 前項の場合であっても、当寺は、宗教的尊厳を損なわないよう、可能な限り適切に管理す

るよう努める。 

3 不可抗力によりご遺骨の分別が困難となった場合、当寺は、宗教的尊厳を損なわない方法

により合祀し、管理することができる。 

4 前項の場合、当寺は、使用者、承継予定者、承継者又は緊急連絡先に対し、その旨を通知

するよう努める。 

5 前各項にかかわらず、当寺又は管理者の故意又は重大な過失により生じた損害については、

免責されない。 



第十七条（納骨壇の損壊及び賠償） 

1 使用者又はその親族、関係者その他使用者の責めに帰すべき者の故意又は過失により納骨

壇その他当寺施設に損壊が生じた場合、使用者は、速やかにその旨を当寺へ届け出るとともに、

原状回復に要する費用を負担しなければならない。 

2 当寺は、前項の損壊により生じた損害について、使用者に対し賠償を求めることができる。 

第十八条（個人情報の取扱い） 

1 当寺は、使用者、納骨対象者、承継予定者、承継者及び緊急連絡先に関する個人情報を、

契約の締結・履行・管理、納骨・供養・法要・証明書発行、料金請求・会計処理、寺報・行事

案内・重要なお知らせの送付又は連絡、法令上必要な対応その他これらに付随する目的の範囲

で利用する。 

2 当寺は、前項の目的達成に必要な範囲で、業務委託先、法令上の提出先又は使用者の利益

保護のために必要な承継予定者、承継者若しくは緊急連絡先に対し、必要な限度で個人情報を

提供することができる。 

3 当寺は、個人情報について、漏えい、滅失又は毀損の防止その他必要かつ適切な安全管理

措置を講ずる。 

4 使用者は、承継予定者及び緊急連絡先として届け出る者に対し、当寺へその個人情報を提

供すること及び当寺における利用目的について必要な説明を行うものとする。 

第十九条（合意管轄） 

1 本規約又は納骨壇の使用契約に関して紛争が生じた場合には、当寺所在地を管轄する地方

裁判所又は簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。 

第二十条（改正） 

1 本規約の改正は、当寺責任役員会及び総会の議決によって決定する。 

2 当寺は、本規約を改正する場合、改正内容及び発効日を、郵送、電子メール、寺報、当寺

ホームページへの掲載その他相当な方法により使用者へ周知する。 

3 本規約の改正を既存の使用契約に適用する場合は、法令の定めに従い、使用者の一般の利

益に適合する場合、又は契約目的に反せず、変更の必要性、内容の相当性その他の事情に照ら

して合理的な場合に限る。使用者に重大な不利益を及ぼす変更については、原則として使用者

の個別同意を得るものとする。 

第二十一条（補則） 

1 本規約に定めのない事項については、法令の定めによるほか、本規約の趣旨に従い、必要

に応じて当寺責任役員会で協議し決定する。 

 



附則 

1 本規約は、令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 

2 本規約は、令和 6 年 10 月 1 日から第六条、第七条の一部を改訂する。 

3 本規約は、令和 8 年 8 月 1 日から一部を改訂する。なお、改定前に成立した使用契約につ

いては、当該契約締結時の重要な契約条件を維持し、本規約は使用者に実質的な不利益を生じ

させない範囲で適用する。 

4 本規約施行前に成立した使用契約については、当該契約締結時の契約内容を基本とする。

ただし、納骨壇の安全管理、通知方法その他使用者に実質的な不利益を生じさせない管理運営

上の事項については、本規約を適用することができる。契約期間、使用冥加金、返金条件その

他使用者の重要な権利義務に関する事項を変更する場合は、法令に従い、必要に応じて使用者

の個別同意を得るものとする。 

 


